
1 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

資料番号：KK7 添-1-056 改 2（比較表） 

 

 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅴ-1-9-1-1 非常用発電装置の出力の決定に関する説明書） 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

   1. 概要  

  本資料は，「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準

に関する規則」（以下「技術基準規則」という。）第 45 条及び

第 72 条並びにそれらの「実用発電用原子炉及びその附属施設

の技術基準に関する規則の解釈」（以下「解釈」という。）に基

づき設置する非常用ディーゼル発電設備のディーゼル機関及

び発電機（以下「非常用ディーゼル発電機」という。），技術基

準規則第72条及びその解釈に基づき設置する第一ガスタービ

ン発電機（6,7 号機共用（以下同じ。））及び電源車（6,7 号機

共用（以下同じ。）），技術基準規則第 76 条及びその解釈に基

づき設置する 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源

設備（6,7 号機共用（以下同じ。）），技術基準規則第 75 条及び

その解釈に基づき設置するモニタリングポスト用発電機（6,7

号機共用（以下同じ。））並びに技術基準規則第 63 条，第 65 条

及び第67条並びにそれらの解釈に基づき設置する可搬型窒素

供給装置用可搬型電源設備（6,7 号機共用（以下同じ。））の出

力の決定に関して説明するものである。 

 

 

 

 

 

表現上の差異 

（使用する用語について，要目表との

関連を表現する記載とした。） 

設備構成の差異 

 

  また，技術基準規則第 48 条及び第 78 条に基づく「発電用

火力設備に関する技術基準を定める省令」（以下「火力省令」

という。）及び「原子力発電工作物に係る電気設備に関する技

術基準を定める命令」（以下「原子力電技命令」という。）の準

用について，本資料にて非常用電源設備のガスタービン及び

内燃機関に対する火力省令への適合性，並びに非常用電源設

備の発電機，遮断器及びその他電気設備に対する原子力電技

命令への適合性について説明するものである。 

 

 

 

 

 

表現上の差異 

（発電用原子炉施設の工事計画に係

る手続きガイドの表現に合わせた

記載とした。（※1）） 

設備構成の差異 

 



2 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  更に，技術基準規則第 45 条第 3 項第 1 号及びその解釈に規

定する「高エネルギーのアーク放電による電気盤の損壊の拡

大を防止するために必要な措置」（非常用ディーゼル発電機に

接続される電気盤に関する措置に係る部分を除く。）として，

遮断器の遮断時間の適切な設計方針について説明するもので

ある。 

 

 

 

工事計画の申請範囲の差異 

（柏崎刈羽は，技術基準規則第 45 条

第 3 項第 1 号に係る内容を，本工事

計画にて申請する。（※2）） 

（玄海 3 号との差異 

表現上の差異 

（文章の構成上，接続詞等が異な

る。）） 

 

  2. 基本方針  

  2.1 常設の非常用発電装置の出力に関する設計方針  

  設計基準事故対処施設のうち常設の非常用発電装置である

非常用ディーゼル発電機は，設計基準事故時に発電用原子炉

施設の安全性を確保するために必要な装置の機能を維持する

ため，運転時の異常な過渡変化時又は設計基準事故時におい

て工学的安全施設及び設計基準事故に対処するための設備が

その機能を確保するために必要な電力を供給できる出力を有

する設計とする。また，工学的安全施設等の設備が必要とする

電源が所定の時間内に所定の電圧に到達し，継続的に供給で

きる設計とする。 

 

 

設備構成の差異 

 

  重大事故等対処設備のうち常設の非常用発電装置である非

常用ディーゼル発電機及び第一ガスタービン発電機は，重大

事故等が発生した場合において，炉心の著しい損傷，原子炉格

納容器の破損，使用済燃料貯蔵プール内の燃料体等の著しい

損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止する

ために必要な電力を供給できる出力を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

表現上の差異 

（基本設計方針の表現に合わせた記

載とした。） 
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青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 
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玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  非常用ディーゼル発電機は，3 系統の母線で構成する非常用

高圧母線に接続し，高圧補機へ給電する設計とする。また，動

力変圧器を通して降圧し，3 系統の母線で構成する非常用低圧

母線の低圧補機へ給電する設計とする。 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

  第一ガスタービン発電機は，外部電源系及び非常用ディー

ゼル発電設備の機能が喪失（全交流動力電源喪失）した場合

に，重大事故等時の対応に必要な設備に電力を供給できる設

計とする。 

 

設備構成の差異 

表現上の差異 

（記載の適正化。） 

 

  第一ガスタービン発電機は，設置（変更）許可申請書の添付

書類十における，重大事故等時に想定される事故シーケンス

のうち最大負荷となる「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失

した場合）」時に電力を供給できる出力を有する設計とする。 

 

 

 

設備構成の差異 

 

設置変更許可における設計方針の差

異 

 

  モニタリングポスト用発電機は，専用の負荷に電力を供給

できる出力を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 



4 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

 設 設計基準対象施設及び重大事故等対処施設に施設する非常

用発電装置である非常用ディーゼル発電機並びに重大事故等

対処施設に施設する非常用発電装置である第一ガスタービン

発電機及びモニタリングポスト用発電機（ガスタービン及び

内燃機関については，燃料系を含める。）は，火力省令第 19～

23 条，第 25～29 条のうち関連する事項を準用する設計とす

る。ガスタービン及び附属設備は，「ガスタービン等の構造」，

「調速装置」，「非常停止装置」及び「計測装置」について各事

項を準用し，内燃機関及び附属設備は，「内燃機関等の構造

等」，「調速装置」，「非常停止装置」，「過圧防止装置」及び「計

測装置」について各事項を準用する設計とする。 

 

 

 

 

 

表現上の差異 

（記載の適正化。 

DB 施設兼 SA 設備と SA 設備とを区

別する記載とした。 

燃料設備は各原動機の燃料系に含

めている。） 

設備構成の差異 

（玄海 3 号との差異 

表現上の差異 

（記載の適正化。） 

設備構成の差異 

（柏崎刈羽は，圧力調整弁を使用し

ておりガスタービンに過圧が生

じるおそれのない設計としてい

る。）） 

 

  なお，ガスタービン及び内燃機関における火力省令第 19 条

第 4 項又は第 25 条第 3 項に基づく強度評価の基本方針，強度

評価方法及び強度評価結果は，Ⅴ-3「強度に関する説明書」の

別添にて説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

表現上の差異 

（記載の適正化。） 

 



5 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 
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玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  非常用ディーゼル発電機，第一ガスタービン発電機，モニタ

リングポスト用発電機，遮断器及びその他電気設備は，原子力

電技命令第 4～16 条，第 19～28 条，第 30～35 条の関連する

事項を準用する設計とする。「感電，火災等の防止」として，

「電気設備における感電，火災等の防止」，「電路の絶縁」，「電

線等の断線の防止」，「電線の接続」，「電気機械器具の熱的強

度」，「高圧又は特別高圧の電気機械器具の危険の防止」，「電

気設備の接地」，「電気設備の接地の方法」及び「発電所等への

取扱者以外の者の立入の防止」について各事項を準用する設

計とする。「異常の予防及び保護対策」として，「特別高圧電路

等と結合する変圧器等の火災等の防止」及び「過電流からの電

線及び電気機械器具の保護対策」について各事項を準用する

設計とする。「電気的，磁気的障害の防止」として，「電気設備

の電気的，磁気的障害の防止」について各事項を準用する設計

とする。また，「供給支障の防止」として，「発変電設備等の損

傷による供給支障の防止」，「発電機等の機械的強度」及び「常

時監視をしない発電所等の施設」について各事項を準用する

設計とする。 

 

設備構成の差異 

表現上の差異 

（※1 と同様。 

記載の適正化。） 

 

  2.1.1 ガスタービン  

  ガスタービンは火力省令を準用し，以下の設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

（玄海 3 号との差異 

差異なし） 

 



6 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  (1) ガスタービン等の構造  

  ガスタービンは，非常調速装置が作動したときに達する回

転速度に対して構造上十分な機械的強度及びガスの温度が著

しく上昇した場合に燃料の流入を自動的に遮断する装置が作

動したときに達するタービン入口ガス温度高トリップ作動温

度における十分な熱的強度を有する設計とする。軸受は，車軸

の両側に設けた転がり軸受により運転中の荷重を安定に支持

できるものであって，かつ，異常な摩耗，変形及び過熱が生じ

ない設計とする。調速装置により調節することができる最低

速度から過速度トリップが作動したときに達する最高速度ま

での間に被動機一体の危険速度がない設計とする。耐圧部分

の構造は，最高使用圧力又は最高使用温度において発生する

応力に対し十分な強度を有した設計とする。 

 

設備構成の差異 

（玄海 3 号との差異 

表現上の差異 

（玄海 3 号の「ガス温度」について，

省令の表現に合わせた記載の「ガ

スの温度」とした。） 

設備構成の差異 

（玄海 3 号の「排気温度高トリップ

作動温度」と柏崎刈羽の「タービ

ン入口ガス温度高トリップ作動

温度」）） 

 

  (2) 調速装置  

  回転速度及び出力が負荷の変動の際にも持続的に動揺する

ことを防止するため，ガスタービンに流入する燃料を自動的

に調整する調速装置を設ける設計とする。 

 

設備構成の差異 

（玄海 3 号との差異 

差異なし） 

 

  (3) 非常停止装置  

  運転中に生じた過回転その他の異常による危害の発生を防

止するため，その異常が発生した場合にガスタービンに流入

する燃料を自動的かつ速やかに遮断する非常調速装置その他

非常停止装置を設ける設計とする。 

 

設備構成の差異 

（玄海 3 号との差異 

差異なし） 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

差異なし 

（玄海 3 号との差異 

設備構成の差異 

（柏崎刈羽は，圧力調整弁を使用し

ておりガスタービンに過圧が生

じるおそれのない設計としてい

る。）） 

 



7 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 
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  (4) 計測装置  

  設備の損傷を防止するため，回転速度，潤滑油圧力，潤滑油

温度等の運転状態を計測する装置を設ける設計とする。 

 

 

設備構成の差異 

（玄海 3 号との差異 

差異なし） 

 

  2.1.2 内燃機関  

  内燃機関は，火力省令を準用し，以下の設計とする。 

 

差異なし 

  (1) 内燃機関等の構造等  

  非常調速装置が作動したときに達する回転速度に対して構

造上十分な機械的強度を有する設計とする。軸受は，運転中の

荷重を安定に支持できるもので，かつ，異常な摩耗，変形及び

過熱が生じない設計とする。耐圧部分は，最高使用圧力又は最

高使用温度において発生する応力に対し十分な強度を有した

設計とする。また，非常用ディーゼル発電機は屋内に設置する

設計とするため，酸素欠乏の発生のおそれのないように，建屋

に吸排気部を設置する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

  (2) 調速装置  

  回転速度及び出力が負荷の変動の際にも持続的に動揺する

ことを防止するため，内燃機関に流入する燃料を自動的に調

整する調速装置を設ける設計とする。 

 

差異なし 

 

  (3) 非常停止装置  

  運転中に生じた過回転その他の異常による危害の発生を防

止するため，その異常が発生した場合に内燃機関に流入する

燃料を自動的かつ速やかに遮断する非常調速装置その他の非

常停止装置を設ける設計とする。 

 

 

 

 

 

差異なし 

 



8 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  (4) 過圧防止措置  

  非常用ディーゼル発電機は，過圧が生じるおそれがあるシ

リンダ内の圧力を逃すためにシリンダ安全弁を設ける設計と

する。 

 

設備構成の差異 

  (5) 計測装置  

  設備の損傷を防止するため，回転速度，潤滑油圧力，潤滑油

温度等の運転状態を計測する装置を設ける設計とする。 

 

差異なし 

 

  2.1.3 発電機  

  発電機は，原子力電技命令を準用し，以下の設計とする。 

 

 

表現上の差異 

（※1 と同様。） 

 

  (1) 感電，火災等の防止  

  感電防止のため接地し，また，充電部分に容易に接触できな

い設計とする。電路は大地から絶縁する設計とし，絶縁抵抗測

定等により異常のないことを確認する。電線の接続箇所は，端

子台等により接続することで電気抵抗を増加させないととも

に，絶縁性能の低下及び通常の使用状態において断線のおそ

れがない設計とする。電気機械器具は，「日本電気技術規格委

員会規格ＪＥＳＣ Ｅ７００２」（以下「ＪＥＳＣ Ｅ７００

２」という。）等に基づき，通常の使用状態において発生する

熱に耐える設計とする。火災防止のため，高圧の電気機械器具

は金属製の筐体に格納することで可燃性のものと隔離し，外

箱等は接地を施す設計とする。電気設備は，適切な接地工事を

施す設計とする。取扱者以外の者の立入を防止するため，発電

所には人が容易に構内に立ち入るおそれがないようフェンス

等を設ける設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

（「等」の詳細は，メーカ基準に基づき

設計している「モニタリングポスト

用発電機」。） 

 

  (2) 異常の予防及び保護対策  

  異常の予防及び保護対策のため，過電流を過電流継電器に

て検出し，遮断器を開放する設計とする。 

 

 

差異なし 



9 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

   (3) 電気的，磁気的障害の防止  

  発電機は，閉鎖構造（金属製の筐体）及び接地の実施によ

り，電気設備その他の物件の機能に電気的又は磁気的な障害

を与えない設計とする。 

 

差異なし 

 

  (4) 供給支障の防止  

  発変電設備等の損傷による供給支障の防止のため，過電流

等を生じた場合，保護継電器にて検知し，遮断器を開放して自

動的に発電機を電路から遮断する設計とする。発電機は，短絡

電流及び非常調速装置が動作して達する回転速度に対して，

十分な機械的強度を有する設計とし，三相短絡試験等により

異常のないことを確認する。発電所構内には，発電機の運転に

必要な知識及び技能を有する者が常時駐在することにより，

常時監視しない発電所は施設しない設計とする。 

 

差異なし 

 

  2.1.4 遮断器  

  遮断器は，原子力電技命令を準用し，以下の設計とする。 

 

 

表現上の差異 

（※1 と同様。） 

 

  (1) 感電，火災等の防止  

  遮断器は，感電防止のため接地し，また，充電部分に容易に

接触できない設計とする。電路は大地から絶縁する設計とし，

絶縁抵抗測定等により異常のないことを確認する。電線の接

続箇所は，端子台等により接続することで電気抵抗を増加さ

せないとともに，絶縁性能の低下及び通常の使用状態におい

て断線のおそれがない設計とする。遮断器は，ＪＥＳＣ Ｅ７

００２等に基づき，通常の使用状態において発生する熱に耐

える設計とし，火災発生防止のため，閉鎖された金属製の外箱

に収納し，隔離する設計とする。遮断器は適切な接地を施し，

鉄台及び金属製の外箱には，A 種接地工事（高圧設備），C 種

又は D 種接地工事（低圧設備）を施す設計とする。取扱者以

外の者の立入を防止するため，発電所には人が容易に構内に

立ち入るおそれがないようフェンス等を設ける設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

（「等」の詳細は，ＪＥＭ－１１９５に

基づき設計している「モータコント

ロールセンタ」等。） 

表現上の差異 

（記載の適正化。） 

 



10 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

   (2) 異常の予防及び保護対策  

  異常の予防及び保護対策のため，過電流遮断器は，施設する

箇所を通過する短絡電流を遮断する能力を有し，高圧電路に

施設する過電流遮断器はその作動に伴いその開閉状態を表示

する装置を有する設計とする。 

 

表現上の差異 

（記載の適正化。） 

 

  重要安全施設への電力供給に係る電気盤及び当該電気盤に

影響を与えるおそれのある電気盤（安全施設（重要安全施設を

除く。）への電力供給に係るものに限る。）のうち非常用ディー

ゼル発電機に接続される電気盤以外の電気盤（以下「HEAF 対

策対象盤」という。）については，適切な遮断時間にてアーク

放電が発生した遮断器の上流の遮断器を開放し，アーク放電

の継続を防止することでアーク火災を防止し，電気盤の損壊

の拡大を防止することができる設計とする。HEAF 対策対象盤

を表 2-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

工事計画の申請範囲の差異 

（※2 と同様。） 

（玄海 3 号との差異 

表現上の差異 

（記載の適正化。）） 

  HEAF 対策対象盤の適切な遮断時間の設計にあたっては，「高

エネルギーアーク損傷（HEAF）に係る電気盤の設計に関する審

査ガイド」を踏まえ，アーク放電を発生させる試験，アーク火

災発生の評価を実施し，高エネルギーアーク損傷に係る対策

の判断基準としてアーク火災が発生しないアークエネルギー

の閾値（メタルクラッド開閉装置（以下「M/C」という。）は

25MJ,パワーセンタ（以下「P/C」という。）は 18MJ,モータコ

ントロールセンタ（以下「MCC」という。）は 4.4MJ）を設定す

る。 

工事計画の申請範囲の差異 

（※2 と同様。） 

（玄海 3 号との差異 

表現上の差異 

（記載の適正化。）） 

 

  発生するアークエネルギーは，次式により求め，各遮断器の

遮断時間を表 2-2 に示す。 

 

 

 

工事計画の申請範囲の差異 

（※2 と同様。） 

（玄海 3 号との差異 

表現上の差異 

（表番号が異なる。）） 



11 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  Ｅ3φ＝Ｖarc×Ｉarc×ｔarc 

Ｅ3φ：三相のアークエネルギー 

Ｖarc：アーク電圧の平均値 

Ｉarc：三相短絡電流の平均値 

ｔarc：アーク発生時の遮断器の遮断時間 

 

工事計画の申請範囲の差異 

（※2 と同様。） 

（玄海 3 号との差異 

差異なし） 

 

  図 2-1 に示した各母線に接続されるすべての遮断器（非常

用ディーゼル発電機に係る部分を除く。）をアーク放電発生箇

所とし，各アーク放電発生箇所の上流の遮断器を開放するこ

とによりアーク放電を遮断する。 

 

 

工事計画の申請範囲の差異 

（※2 と同様。） 

（玄海 3 号との差異 

表現上の差異 

（図番号が異なる。）） 

 

  (3) 電気的，磁気的障害の防止  

  遮断器は，閉鎖構造（金属製の筐体）及び接地の実施によ

り，電気的又は磁気的な障害を与えない設計とする。 

 

差異なし 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

差異なし 

（玄海 3 号との差異 

設備構成の差異 

（柏崎刈羽は，非常用電源設備に真

空遮断器(M/C)，気中遮断器(P/C)

を使用しており，ガス遮断器を使

用していない。）） 

 

  (4) 供給支障の防止  

  発変電設備等の損傷による供給支障の防止のため，過電流

等を生じた場合，保護継電器にて検知し，遮断器を開放して自

動的に発電機を電路から遮断する設計とする。発電所構内に

は，遮断器の運転に必要な知識及び技能を有する者が常時駐

在することにより，常時監視しない発電所は施設しない設計

とする。 

 

 

 

差異なし 
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青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

   2.1.5 その他電気設備  

  その他の非常用電源設備は，原子力電技命令を準用し，以下

の設計とする。 

表現上の差異 

（※1 と同様。） 

  (1) 感電，火災等の防止  

  

 

電気設備は，感電の防止のため接地し，また，外箱やカバー

等により充電部分に容易に接触できない設計とする。電路は

大地から絶縁する設計とし，絶縁抵抗測定等により異常のな

いことを確認する。電線の接続箇所については，接続板，接続

用ボルト・ナット等により接続することで電気抵抗を増加さ

せないとともに，絶縁性能の低下及び通常の使用状態におい

て断線のおそれがない設計とする。電気設備は，熱的強度につ

いて期待される使用状態において発生する熱に耐える設計と

する。火災防止のため，可燃性の物から離して施設する設計と

する。必要箇所には，異常時の電圧上昇等による影響を及ぼさ

ないよう適切な接地を施す設計とする。取扱者以外の者の立

入を防止するため，発電所には人が容易に構内に立ち入るお

それがないようフェンス等を設ける設計とする。 

 

 

 

表現上の差異 

（記載の適正化。 

接続点に張力が加わらない設計に

ついては，原子力電技命令の解釈第

11 条の裸電線相互等の裸電線と電

線の直接接続に対する規定であり，

柏崎刈羽の対象設備において，該当

する箇所がない。） 

 

  (2) 異常の予防及び保護対策  

  高圧電路と結合する変圧器は，電気設備の損傷，感電又は火

災のおそれがないよう，適切な接地を施す設計とする。過電流

からの電線及び電気機械器具の保護対策のため，電気設備に

は，過電流を検知できるよう保護継電器，過電流検知器及び配

線用遮断器を設置し，過電流を検知した場合は，遮断器を開放

する設計とする。 

 

 

 

表現上の差異 

（記載の適正化。） 

 

  (3) 電気的，磁気的障害の防止  

  閉鎖構造（金属製の筐体）及び接地の実施により，電気設備

その他の物件の機能に電気的又は磁気的な障害を与えない設

計とする。 

 

 

 

差異なし 

 



13 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

   (4) 供給支障の防止  

  変圧器，母線及びそれを支持する碍子は，短絡電流により生

ずる機械的衝撃に耐える設計とする。発電所構内には，電気設

備の運転に必要な知識及び技能を有する者が常時駐在するこ

とにより，常時監視しない発電所は施設しない設計とする。 

 

 

差異なし 

 

  表 2-1 HEAF 対策対象盤  

  

 

 

工事計画の申請範囲の差異 

（※2 と同様。） 

（玄海 3 号との差異 

表現上の差異 

（記載の適正化。）） 

 

  表 2-2 各遮断器の遮断時間（1/6）  

  

 

 

工事計画の申請範囲の差異 

（※2 と同様。） 

（玄海 3 号との差異 

設備構成の差異） 
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青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  表 2-2 各遮断器の遮断時間（2/6）  

 

 

 

 

 

工事計画の申請範囲の差異 

（※2 と同様。） 

（玄海 3 号との差異 

設備構成の差異） 

 

  表 2-2 各遮断器の遮断時間（3/6）  

  

 

 

工事計画の申請範囲の差異 

（※2 と同様。） 

（玄海 3 号との差異 

設備構成の差異） 

 



15 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  表 2-2 各遮断器の遮断時間（4/6）  

  

 

 

工事計画の申請範囲の差異 

（※2 と同様。） 

（玄海 3 号との差異 

設備構成の差異） 

 

  表 2-2 各遮断器の遮断時間（5/6）  

  

 

 

工事計画の申請範囲の差異 

（※2 と同様。） 

（玄海 3 号との差異 

設備構成の差異） 

 



16 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  表 2-2 各遮断器の遮断時間（6/6）  

  

 

 

工事計画の申請範囲の差異 

（※2 と同様。） 

（玄海 3 号との差異 

設備構成の差異） 

 

  

 

工事計画の申請範囲の差異 

（※2 と同様。） 

（玄海 3 号との差異 

設備構成の差異） 

 

  図 2-1 アーク放電発生箇所とアーク放電を遮断する遮断器  



17 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  2.2 可搬型の非常用発電装置の出力に関する設計方針  

   重大事故等対処設備における可搬型の非常用発電装置のう

ち電源車は，重大事故等が発生した場合において，炉心の著し

い損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃料貯蔵プール内の燃

料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉燃料体の著しい損

傷を防止するために必要な電力を供給できる出力を有する設

計とする。 

 

 

 

設備構成の差異 

表現上の差異 

（基本設計方針の表現に合わせた記

載とした。） 

 

  電源車は，外部電源系及び非常用ディーゼル発電設備の機

能が喪失（全交流動力電源喪失）した場合に，必要な設備に電

力を供給できる設計とする。また，熱交換器ユニットへ接続す

ることで電力を供給できる設計とする。 

電源車は，AM 用直流 125V 充電器と組み合わせて使用するこ

とにより，重大事故等時の対応に必要な直流設備に電力を供

給できる設計とする。 

 

設備構成の差異 

表現上の差異 

（記載の適正化。） 

 

  5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備及び可

搬型窒素供給装置用可搬型電源設備は，専用の負荷に電力を

供給できる出力を有する設計とする。 

 

設備構成の差異 

 

  また，非常用発電装置としての機能の重要性を考慮し，電源

車，5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備及び可

搬型窒素供給装置用可搬型電源設備については，火力省令及

び電気設備に関する技術基準を定める省令を引用している日

本内燃力発電設備協会規格の「可搬形発電設備技術基準（ＮＥ

ＧＡ Ｃ ３３１：2005）」（以下「可搬形発電設備技術基準」

という。）を準用する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 



18 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  可搬型の非常用発電装置の内燃機関は，流入する燃料を自

動的に調整する調速装置並びに軸受が異常な摩耗，変形及び

過熱が生じないよう潤滑油装置を設ける設計とし，回転速度，

潤滑油圧力，潤滑油温度等の運転状態を計測する装置を設け

る設計とする。回転速度が著しく上昇した場合及び冷却水温

度が著しく上昇した場合等に自動的に停止する設計とする。

また，過回転防止措置は定格回転速度の 116%以下で動作する

設計とする。 

 

 

表現上の差異 

（記載の適正化。） 

 

  可搬型の非常用発電装置の発電機は，電気的・機械的に十分

な性能を持つ絶縁巻線を使用し，耐熱性及び耐湿性を考慮し

た絶縁処理を施す設計とする。過電流が発生した場合等に電

路から自動的に遮断する設計とする。 

 

 

表現上の差異 

（内燃機関に対する要求のため，内燃

機関に係る文章に含めている。） 

 

  可搬型の非常用発電装置の強度については，完成品として

一般産業品規格で規定される温度試験等を実施し，定格負荷

状態において十分な強度を有する設計とする。 

 

差異なし 

 

  耐圧部分に対する強度については，可搬形発電設備技術基

準に関連する事項がないため，「日本電機工業会規格ＪＥＭ－

１３５４」又は「日本電機工業会規格ＪＥＭ－１３９８」で規

定される温度試験による強度評価の基本方針，強度評価方法

及び強度評価結果をⅤ-3「強度に関する説明書」の別添にて説

明する。 

 

 

設備構成の差異 

（柏崎刈羽は，ＪＥＭ－１３９８で規

定される温度試験による強度評価

を実施している可搬型の非常用発

電装置を使用している。） 

表現上の差異 

（記載の適正化。） 

 

  2.2.1 可搬型の非常用発電装置  

  可搬型の非常用発電装置は，可搬形発電設備技術基準を準

用し，以下の設計とする。 

 

差異なし 

 

  (1) 原動機  

  内燃機関に流入する燃料を自動的に調整する調速装置を設

ける設計とする。 

 

差異なし 

 



19 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  また，内燃機関の軸受は，運転中の荷重を安定に支持できる

ものであり，かつ，異常な摩耗，変形及び過熱が生じないよう

潤滑油装置を設ける設計とする。 

 

差異なし 

 

  (2) 発電機  

  通常の使用状態において発生する熱に耐える設計とし，発

電機の耐熱クラスは，E 種絶縁以上の設計とする。発電機の巻

線は，非常停止速度や短絡電流に対して十分な電気的・機械的

強度及び絶縁性能を有する設計とする。 

 

表現上の差異 

（NEGA の表現に合わせた記載とし

た。） 

 

  (3) 計測装置  

  

 

回転速度等の運転状態を計測する装置を設ける設計とす

る。 

 

差異なし 

 

  (4) 保護装置  

  電圧低下，過速度，冷却水温度上昇及び潤滑油圧力低下時

に，原動機を自動的に停止する設計とする。定格回転速度の

116%以下で動作する非常用調速装置を設ける設計とする。 

 

差異なし 

 

  また，発電機は，過電流が発生した場合に電路から自動的に

遮断する保護装置を設ける設計とする。 

 

差異なし 

 

  (5) 運転性能  

  定格出力のもとで 1 時間運転し，安定した運転が維持され

る設計とする。 

 

差異なし 

 

  (6) 絶縁抵抗及び絶縁耐力  

  出力端子と大地間の絶縁抵抗値を測定し，出力端子と大地

間に規定の交流電圧を印加したときこれに耐える設計とす

る。 

 

 

 

 

差異なし 

 



20 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

   3. 施設の詳細設計方針  

  3.1 非常用ディーゼル発電機  

  3.1.1 設計基準対象施設  

  発電用原子炉施設には，外部電源が喪失した場合において，

発電用原子炉施設の安全性を確保するために必要な設備の機

能を維持するため，非常用ディーゼル発電機を設置する設計

とする。 

 

差異なし 

 

  また，火力省令及び原子力電技命令を準用し，「2.1.2 内燃

機関」及び「2.1.3 発電機」に記載の設計とする。 

 

 

表現上の差異 

（※1 と同様。 

章番号が異なる。） 

 

  技術基準規則に基づき，非常用ディーゼル発電機は，使用済

燃料貯蔵プールの温度及び水位の監視設備，使用済燃料貯蔵

プールエリア放射線モニタ並びに通信連絡設備へ給電できる

設計とする。 

 

表現上の差異 

（設備名称が異なる。） 

設備構成の差異 

 

  非常用ディーゼル発電機の容量は，表 3-1 から表 3-3 に示

す発電所を安全に停止するために必要な負荷（7A：4725kW,7B：

4972kW,7C：3787kW）及び表 3-4 から表 3-6 に示す工学的安全

施設の作動時に必要となる負荷（7A：4170kW,7B：4878kW,7C：

3398kW）に対し，十分な容量が確保できるよう，非常用ディー

ゼル発電機は，5000kW の出力を有する設計とする。 

 

 

 

 

表現上の差異 

（表番号が異なる。） 

設備構成の差異 

 

  また，非常用ディーゼル発電機は，13 秒以内に電圧を確立

し，工学的安全施設等へ順次自動で電力を供給できる設計と

し，燃料プール冷却浄化系ポンプに対しては，これらの一連の

設備への電力供給が開始された後に，必要により手動起動を

実施する際に，電力を供給できる設計とする。負荷積算イメー

ジを図 3-1 から図 3-6 に示す。 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

表現上の差異 

（図番号が異なる。） 

 



21 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  非常用ディーゼル発電機の内燃機関の出力及び発電機の容

量は以下のとおりとする。 

 

表現上の差異 

（記載の適正化。） 

 

  (1) 内燃機関  

  

 

発電機の出力 5000kW から，内燃機関の出力は次式により

5264kW 以上の 5295kW とする。 

 

設備構成の差異 

 

  ＰE≧Ｐ÷η＝5000÷0.95≒5264 

ＰE ：内燃機関の出力(kW) 

Ｐ  ：発電機の定格出力(kW)＝5000 

η  ：発電機の効率＝0.95 

 

設備構成の差異 

 

  (2) 発電機  

  発電機の容量は，次式により 6250kVA とする。 

 

設備構成の差異 

 

  Ｑ＝Ｐ÷ｐｆ＝5000÷0.8＝6250 

Ｑ ：発電機の容量(kVA) 

Ｐ ：発電機の定格出力(kW)＝5000 

ｐｆ：力率＝0.8 

 

設備構成の差異 

 

  表 3-1 発電所を安全に停止するために必要な負荷（非常用

ディーゼル発電機 7A） 

 

  

 

設備構成の差異 

 



22 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  表 3-2 発電所を安全に停止するために必要な負荷（非常用

ディーゼル発電機 7B） 

 

  

 

 

 

設備構成の差異 

 

  表 3-3 発電所を安全に停止するために必要な負荷（非常用

ディーゼル発電機 7C） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 



23 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  表 3-4 工学的安全施設の作動時に必要な負荷（非常用ディ

ーゼル発電機 7A） 

 

  

 

 

設備構成の差異 

 

  表 3-5 工学的安全施設の作動時に必要な負荷（非常用ディ

ーゼル発電機 7B） 

 

  

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 



24 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  表 3-6 工学的安全施設の作動時に必要な負荷（非常用ディ

ーゼル発電機 7C） 

 

  

 

 

設備構成の差異 

 

  

 

設備構成の差異 

  図 3-1 発電所を安全に停止するために必要な負荷（非常用

ディーゼル発電機 7A）積算イメージ 

 

 

  

 

設備構成の差異 

  図 3-2 発電所を安全に停止するために必要な負荷（非常用

ディーゼル発電機 7B）積算イメージ 

 



25 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  

 

設備構成の差異 

  図 3-3 発電所を安全に停止するために必要な負荷（非常用

ディーゼル発電機 7C）積算イメージ 

 

 

  

 

設備構成の差異 

  図 3-4 工学的安全施設の作動時に必要な負荷（非常用ディ

ーゼル発電機 7A）積算イメージ 

 

 

  

 

設備構成の差異 

  図 3-5 工学的安全施設の作動時に必要な負荷（非常用ディ

ーゼル発電機 7B）積算イメージ 

 

 

 



26 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  

 

設備構成の差異 

  図 3-6 工学的安全施設の作動時に必要な負荷（非常用ディ

ーゼル発電機 7C）積算イメージ 

 

 

  3.1.2 重大事故等対処設備  

  非常用ディーゼル発電機は，工学的安全施設及び設計基準

事故に対処するための設備がその機能を確保するために十分

な容量を有しているため，重大事故等時に非常用ディーゼル

発電機から電力供給が可能な場合には，重大事故等時の対応

に必要な設備へ電力を供給可能な設計とする。 

 

差異なし 

  火力省令及び原子力電技命令を準用し，「2.1.2 内燃機関」

及び「2.1.3 発電機」に記載の設計とする。 

 

表現上の差異 

（※1 と同様。 

章番号が異なる。） 

 

  技術基準規則第 59～64 条，第 66～69 条，第 73 条，第 74

条及び第 77 条の各条文に基づく重大事故等時の対応におい

て，非常用ディーゼル発電機から電力供給を期待する重大事

故等対処設備の負荷を表 3-7 に示す。技術基準規則に基づき

必要となる重大事故等対処設備は，各条文により異なるため，

すべての機器を同時に使用することはないが，仮にすべての

負荷を合計した場合の最大所要負荷は（7A：2208kW，7B：

3322kW，7C：2591kW）である。 

 

設置変更許可における設計方針の差

異 

表現上の差異 

（表番号が異なる。） 

設備構成の差異 

 

  発電機の出力は，十分な容量が確保できるよう，5000kW の

出力を有する設計とし，設定した発電機出力を発電機の効率

で除すことにより，内燃機関の必要な出力を算出する。 

 

設備構成の差異 

 



27 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  非常用ディーゼル発電機の内燃機関の出力及び発電機の容

量は，3.1.1 項の「(1) 内燃機関」及び「(2) 発電機」に示

す。 

 

表現上の差異 

（記載の適正化。 

DB 時と同一の計算のため参照する

表現とした。） 

 

    

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

    

    

   

 

 

 

 

 

  表 3-7 非常用ディーゼル発電機の最大所要負荷リスト  

  

 

設備構成の差異 

 



28 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

   

 

 

設備構成の差異 

 

  3.2 第一ガスタービン発電機  

   設置（変更）許可申請書の添付書類十における事故シーケン

スにおいて，第一ガスタービン発電機から電力を供給する有

効性評価で期待する負荷に加え，評価上期待していない不要

負荷であるが，電源が供給されるため発電機の負荷として考

慮する必要がある負荷を抽出した結果，所要負荷が最大とな

る事故シーケンスは，「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失

した場合）」であり，負荷積算イメージを図 3-7 に示す。最大

負荷は，1989kW であり，最大所要負荷リストを表 3-8 に示す。 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

設置変更許可における設計方針の差

異 

表現上の差異 

（図番号が異なる。） 

 

   発電機の出力は，十分な容量が確保できるよう，3600kW

の出力を有する設計とし，設定した発

電機出力の効率で除すことにより，ガスタービンの必要な出

力を算出する。 

 

設備構成の差異 

 

   最大所要負荷に基づき，ガスタービンの出力及び発電機の

容量を以下のとおりとする。 

 

設備構成の差異 

 

   また，火力省令及び原子力電技命令を準用し，「2.1.1 ガス

タービン」及び「2.1.3 発電機」に記載の設計とする。 

 

設備構成の差異 

表現上の差異 

（※1 と同様。 

章番号が異なる。） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 
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  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

   3.2.1 ガスタービン  

   発電機の出力 3600kW から，ガスタービンの出力は次式に

より  kW とする。 

 

 

 

設備構成の差異 

  ＰE≧Ｐ÷η＝3600÷    ≒  

ＰE ：ガスタービンの出力(kW)  

Ｐ  ：発電機の定格出力(kW)＝3600 

η  ：発電機の効率＝  

 

 

設備構成の差異 

 

  3.2.2 発電機  

   発電機の容量は，次式により 4500kVA とする。 

 

 

設備構成の差異 

 

  Ｑ＝Ｐ÷ｐｆ＝3600÷0.8＝4500 

Ｑ ：発電機の容量(kVA) 

Ｐ ：発電機の定格出力(kW) = 3600 

ｐｆ：力率 = 0.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 
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  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  表 3-8 第一ガスタービン発電機の最大所要負荷リスト  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 
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玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設備構成の差異 

  図 3-7 重大事故等時に想定される事故シーケンスのうち最

大負荷「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」

積算イメージ 

 

設置変更許可における設計方針の差

異 

 

  3.3 モニタリングポスト用発電機 設備構成の差異 

   最大所要負荷は，重大事故等発生時にモニタリングポスト

への給電に必要な負荷の 22.03kW である。負荷リストを表 3-

9 に示す。 

 

  発電機の出力は，十分な容量が確保できるよう，32kW の出

力を有する設計とし，設定した発電機出力を発電機の効率で

除すことにより，内燃機関の必要な出力を算出する。所要負荷

に基づき，モニタリングポスト用発電機内燃機関の出力及び

発電機の容量は以下のとおりとする。 

また，火力省令及び原子力電技命令を準用し，「2.1.2 内燃

機関」及び「2.1.3 発電機」に記載の設計とする。 
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  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  3.3.1 内燃機関  

   発電機の出力 32kW から，内燃機関の出力は次式により 39kW

以上の 41kW とする。 

 

 

  ＰE≧Ｐ÷η＝32÷0.823≒39 

ＰE ：内燃機関の出力(kW) 

Ｐ  ：発電機の定格出力(kW)＝32 

η  ：発電機の効率＝0.823 

 

 

  3.3.2 発電機  

   発電機の容量は，次式により 40kVA とする。 

 

 

  Ｑ＝Ｐ÷ｐｆ＝32÷0.8＝40kVA 

Ｑ ：発電機の容量(kVA) 

Ｐ ：発電機の定格出力(kW) = 32 

ｐｆ：力率 = 0.8 

 

 

  表 3-9 モニタリングポスト用発電機の最大所要負荷 

リスト*1 
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  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

   3.4 可搬型の非常用発電装置  

  3.4.1 電源車  

   電源車は，設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（全交流

動力電源喪失）した場合に，必要な設備に電力を供給できる設

計とする。また，設計基準事故対処設備の交流電源及び直流電

源が喪失した場合に，AM 用直流 125V 充電器と組み合わせて

使用することで，重大事故等時の対応に必要な直流設備に電

力を供給できる設計とする。電源車の容量は，表 3-10,図 3-8

に示すメタルクラッド開閉装置7C及びメタルクラッド開閉装

置 7D 又は AM 用 MCC への給電時の負荷(795kW)，表 3-11 に示

す熱交換器ユニット(221kW)への給電時の負荷，直流母線への

給電時の負荷(AM 用直流 125V 充電器へ給電するため表 3-10

に包含される)に対し，十分な容量を確保できるよう，800kW

（400kW×2）の出力を有する設計とし，設定した発電機出力を

発電機の効率で除することにより，内燃機関の必要な出力を

算出する。 

 

設備構成の差異 

表現上の差異 

（基本設計方針の表現に合わせた記

載とした。 

図番号が異なる。） 

 

   電源車用内燃機関の出力及び発電機の容量を以下のとおり

とする。 

 

設備構成の差異 

   なお，可搬形発電設備技術基準に準用し，「2.2 可搬型の非

常用発電装置の出力に関する設計方針」に記載の設計とする。 

 

 

差異なし 

  (1) 内燃機関  

   

 

 

   発電機の出力 800kW から，内燃機関の出力は次式により

 以上の 946kW（473kW×2 台）とする。 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 
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  ：前回提出時からの変更箇所 本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項を含むため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  

 

ＰE≧Ｐ÷η＝800÷   ≒  

ＰE ：内燃機関の出力(kW)  

Ｐ  ：発電機の定格出力(kW)＝ 800 

η  ：発電機の効率＝ 

 

設備構成の差異 

    

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  (2) 発電機  

    

   発電機の容量は，次式により 1000kVA（500kVA×2 台）とす

る。 

 

設備構成の差異 

 

  Ｑ＝Ｐ÷ｐｆ＝800÷0.8＝1000 

Ｑ ：発電機の容量(kVA) 

Ｐ ：発電機の定格出力(kW)＝800 

ｐｆ：力率 = 0.8 

 

 

設備構成の差異 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 



35 
青字：柏崎刈羽原子力発電所 7 号機と東海第二発電所又は玄海原子力発電所 3 号機との差異 
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玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  表 3-10 メタルクラッド開閉装置 7C 及びメタルクラッド開

閉装置 7D 又は AM 用 MCC への給電時の負荷 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 
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玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  図 3-8 メタルクラッド開閉装置 7C 及びメタルクラッド開閉

装置 7D 又は AM 用 MCC への給電時の負荷積算イメージ 

 

 

    

   

 

 

 

 

 

設備構成の差異 
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玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設備構成の差異 

   

 

 

  表 3-11 熱交換器ユニットへの給電時の負荷  

   

 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

  3.4.2 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備  

  最大所要負荷は，重大事故等発生時に 5 号機原子炉建屋内

緊急時対策所で要求される負荷の 57.02kW である。負荷リス

トを表 3-12 に示す。 

 

設備構成の差異 

表現上の差異 

（表番号が異なる。） 

 

  発電機の出力は，十分な容量が確保できるよう，160kW の出

力を有する設計とし，設定した発電機出力を発電機の効率で

除すことにより，内燃機関の必要な出力を算出する。 

 

設備構成の差異 

 

  最大所要負荷に基づき，内燃機関の出力及び発電機の容量

を以下のとおりとする。 

差異なし 
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玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

 

 

 

 

また，可搬形発電設備技術基準を準用し，「2.2 可搬型の非

常用発電装置の出力に関する設計方針」に記載の設計とする。 

 

 

設備構成の差異 

（柏崎刈羽は，可搬型の発電機を使用

している。） 

 

  (1) 内燃機関  

  発電機の出力 160kW から，内燃機関の出力は次式により

203kW 以上とする。 

 

 

設備構成の差異 

 

  ＰE≧Ｐ÷η＝160÷0.788≒203 

ＰE ：内燃機関の出力(kW)  

Ｐ  ：発電機の定格出力(kW)＝160 

η  ：発電機の効率＝0.788 

 

 

設備構成の差異 

 

  (2) 発電機  

  発電機の容量は，次式により 200kVA とする。 

 

設備構成の差異 

 

  Ｑ＝Ｐ÷ｐｆ＝160÷0.8＝200 

Ｑ ：発電機の容量(kVA) 

Ｐ ：発電機の定格出力(kW)＝160 

ｐｆ：力率＝0.80 

 

 

設備構成の差異 

 

  表 3-12 5 号機原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備

の負荷リスト 
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玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

 

 

 

 

 

 

設備構成の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3.4.3 可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備  

   可搬型窒素供給装置用可搬型電源設備の最大所要負荷は，

可搬型窒素供給装置 1 台運転時の 49.5kW である。 

 

設備構成の差異 

 

 

   発電機の出力は，十分な容量が確保できるよう，80kW の出

力を有する設計とし，設定した発電機出力を発電機の効率で

除すことにより，内燃機関の必要な出力を算出する。 

 

設備構成の差異 

 

 

 

   最大所要負荷に基づき，内燃機関の出力及び発電機の容量

を以下のとおりとする。 

 

差異なし 

 

 

   なお，可搬形発電設備技術基準を準用し，「2.2 可搬型の非

常用発電装置の出力に関する設計方針」に記載の設計とする。 

 

差異なし 

 

 

  (1) 内燃機関  

   発電機の出力 80kW から，内燃機関の出力は次式により

89.9kw 以上の 96.3kW とする。 

 

設備構成の差異 
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玄海原子力発電所3号機 東海第二発電所 柏崎刈羽原子力発電所 7 号機 東海第二発電所との比較 

  ＰＥ≧Ｐ÷η＝80÷0.89≒89.9  

ＰＥ : 内燃機関の出力 

Ｐ :発電機の定格出力（kW）＝80 

η :発電機の効率＝0.89 

 

設備構成の差異 

  (2) 発電機  

   発電機の容量は，次式により 100kVA とする。 

 

設備構成の差異 

 

  Ｑ＝Ｐ÷ｐｆ＝80÷0.80＝100 

Ｑ :発電機の容量（kVA） 

Ｐ :発電機の定格出力（kW）＝80 

ｐｆ:力率＝0.80 

 

設備構成の差異 

 

 




